
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

音無葉月

ブラム＝ストーカー
バロール

UGN支部長C

46

犠牲

天涯孤独

飢餓

子宝

厚生労働省官僚

男

30

後輩

1
3
3
1

0
0
1
0

0
0
2
0

1
3
6
1

28
12
12
17
34

5
1 2

レネゲイド UGN
ビジネス

2 2
1

　　 0

0 0

音無悠人
音無麻奈

Dロイス：触媒
日下部警部

×サンドクラフト
×メンター：コロニー

カナメ

執着
遺志

懐旧
好奇心
執着

好奇心

憐憫
悔悟

侮蔑
猜疑心
憎悪

不信感

思い出の一品
手配師

情報収集チーム
携帯電話

6 1

ワーディング

リザレクト

抱擁

魔神の心臓

コンセントレイト：バロール

死神の瞳

時間凍結

蝕む赤

血の宴

時の棺

ディメンジョンゲート

ポケットディメンジョン

★

0

1

2

2

5

1

1

2

1

1

★

-

1d10

2

4

2

3

5

1

3

10

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

イニシアチブ

メジャー

メジャー

視界

-

至近

-

-

視界

至近

視界

-

シーン

自身

単体

-

-

単体

自身

単体

単体

自動

自動

自動

対決

対決

対決

自動

対決

対決

-

↓100

-

100

-

-

80

-

-

100

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

非オーヴァードの蘇生

対象のダイス数-【3d*Lv】　マイナー使用で解除

クリ値-Lv（下限７）

命中した敵の次のダメージ+【Lv+1】d。このエフェクトで敵のダメージは無い

即座にメインプロセスを行える。その後、HP２０失う。

敵に邪毒ランクLv

範囲（選択）に変更

生い立ち

「選んでもらおうか、このまま死ぬか……化物になってでも生き残りたいか」

天涯孤独の身だったが、持ち前の頭脳から公務員一種を通ってぐんぐん出世していったエリート。妻は小さい頃からの幼馴染で、最大の理解者である。子供は一
人しか出来なかったものの、元気に育って順調な人生であった。
彼の勤めている厚生労働省はUGNに協賛している関係から、世界の真実についてかなり前から知ってはいた。

が、息子の悠人が高校生になる頃に転機を迎える。悠人が高校受験に受かった記念として、忙しい間の中に時間を作って家族旅行に行った頃にレネゲイド関連の
事件に巻き込まれたのだ。その際に、悠人と麻奈は死亡。葉月自身も致命的な大怪我を負った。が、彼は気付く……彼の傷口が少しずつ再生している事を。これ
が……オーヴァードになったという証である事を悟る。衝動のままに、＜抱擁＞を使用。悠人と麻奈を蘇生させ家族全員でほぼ暴走状態に陥りながらも敵を撃退
する。……その一連の行為が悪魔との契約だと知ったのはその直ぐ後だ。
妻は抱擁を受け、オーヴァード化すると共にジャーム化しており。この世の全てを破壊しようとする化物と化していた。現在ではUGNで冷凍保存している。治療
する方法は……見つからない。現状、給料の大半はそこに消えてる。例え不可能でも、一生探し続けるのだろうという確信は抱いている。
悠人に関しては、妻は病死した事にしUGNの手で偽の記憶を植えつけさせると共に、二千万程の資金を投入してジャーム化しにくくなる手術を行った。だが、事
件に巻き込まれる体質なようで自分でレネゲイドを制御する訓練を行った方が良いだろうと、UGNのイリーガルになる事を裏で黙認している。……それ以上は、
本人が決める事か。オーヴァードにしてしまった罪悪感と色々隠している罪悪感で一杯ですっ。尚、ジャームになり難い体質になった為、UGNからのスカウトが
多いらしい……う、裏目ったっ。

「……もしも過労で倒れたら、労災は息子に頼んだ」

自身もオーヴァードになった為に、厚生労働省とUGNの橋渡し役に任命された。又、ジャームから通常のオーヴァードに戻す事に関する研究成果を優先的に回す
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